
高出力蓄電デバイスの開発が加速する中、出力と密接に関係する抵抗評価が必須となり、
デバイス内での正極、電解液(セパレータ)、負極抵抗を分離評価することが重要となって
きます。矢田は正極近傍に正参照極、負極近傍に負参照極を配置した「四極セル」による
抵抗分離手法を提案しております。

｢四極セル」 ※による抵抗分離評価

電池材料評価プロジェクト

○電圧情報は、従来の三極セルにおいて容易に分離できますが、抵抗情報を
分離することは難しいと考えられます。

○「四極セル」による抵抗分離により、正極・負極を組み合わせたまま
「電流休止法」による各極の直流抵抗測定、劣化挙動解析等が可能です。

※「電流休止法」参考文献：矢田静邦、「リチウムイオン電池・キャパシタの実践評価技術」、技術情報協会（2006年9月）
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